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自己紹介

 国立情報学研究所

 コンテンツ科学研究系准教授

セマンティックウェブ・ソーシャルメディア

 Linked Open Data
 学術基盤推進部学術コンテンツ課コンテンツシステム

開発室長

 CiNii Articles/Books・NACSIS-CAT/ILL・ERDB
 株式会社グルコース

 RSSリーダー・Twitterクライアント
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CiNii Before / After

2009.4
新CiNii公開

2007.4
Google連携
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変わりゆく情報環境

 情報爆発の副作用

 すべてがウェブにある？

 見つからないのは存在しないから？

 フラット化と階層化

 グローバルサーチの台頭

 リンクしあうサービス

 ファインダビリティ

 「見つける力」から「見つかる力」への転換

自分はどのポジションにいるのか
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広義のウェブデザイン

 サービスの本質的な位置づけ

 場：そこにいてもらうことに意義がある

滞在時間最大化を目指す（Facebook的方向性）

 道具：頻繁に使われることに意義がある

滞在時間最小化を目指す（Google的方向性）

 UI・UXはユーザへのメッセージ

 見た目のデザイン

 サイト構造

 レスポンス

 「できること」ではなく「やらないこと」を増やす
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